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１．ＪＧＮ２の概要と推進体制１．ＪＧＮ２の概要と推進体制
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１．１ ＪＧＮ２の概要

○ 目的
 情報通信技術(ICT)の研究開発

基礎的・基盤的な研究開発から実用化に向けた実証実験
まで幅広い研究活動を推進

 産・学・官・地域の連携
 実践的な研究活動を通じたICT分野の人材育成
 地域における研究活動等を通じた地域活性化

○ 概要
 超高速・高機能研究開発テストベッドネットワーク

 最大20Gbpsの超高速ネットワーク
 各都道府県にアクセスポイントを設置（全国64ヶ所）
 米国、シンガポール、タイへ国際回線を整備

 多様な実験が可能な光テストベッド環境も整備
 最先端の光交換機(OXC)を導入し、高速交換等を実践

○ 利用方法
 研究開発・実証実験目的であれば誰でも利用可能な

オープン環境
 「共同研究契約」に基づき「研究計画書」を提出

○ 運営方法
 NICTによる運営

○ 研究開発推進体制
• 全国7箇所のリサーチセンター

○ 運営時期
 平成16年4月～平成20年3月

仙台

つくば

東京

長野金沢

名古屋

大阪けいはんな

高知

岡山

北九州
福岡

那覇

札幌

米国 シカゴ

タイ バンコク

シンガポール

コアネットワーク拠点間の幹線（10Gbps/20Gbps/光テストベッド）
コアネットワーク拠点（アクセスポイントとしても利用可能：16ヶ所）
各都道府県のアクセスポイント（47ヶ所）
NICTリサーチセンター（7ヶ所）

全国全国6464ヶ所ヶ所
アクセスポイントアクセスポイント

国際接続国際接続
３ヶ国３ヶ国
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部会長：池田佳和（東京工業大学）

幹事会 （開催：年6回程度）幹事会幹事会 （開催：年6回程度）

次世代高度ネットワーク推進会議次世代高度ネットワーク推進会議 （開催：年1回程度）

推進体制

JGN2を利用した研究開発の推進方策の検討
利用促進方策の検討
基本運営方針の検討
国内外の産・学・官・地域との連携の促進 他

JGN2の運営方針の検討
JGN2を利用した研究開発の具体的な推進方策の検討 他

地域協議会 等

会長 ： 宮原秀夫（独立行政法人情報通信研究機構 理事長）

代表幹事 ： 青山友紀（慶應義塾大学）

利用促進部会利用促進部会
（開催：年2回程度）

研究推進部会研究推進部会
（開催：年2～3回程度）

JGN2の利活用促進と研究開発の活性化
に関する検討
産・学・官・地域との連携に関する具体的
な促進方策の検討 他

NICTと他の研究機関等との連携方策

JGN2を用いた研究開発テーマの検討 他

部会長：尾家祐二（九州工業大学）部会長：相原玲二（広島大学）

国際共同研究推進部会国際共同研究推進部会
（開催：年2～3回程度）

JGN2国際回線を用いた研究開発 他

部会長：池田佳和（国立情報学研究所）

連
携

１．２ ＪＧＮ２推進体制

NICT

リサーチセンター（全国7ヶ所）

研究テーマ

１ 高信頼コアネットワーク技術

２ アクセス系ネットワーク技術

３ 拠点連携型資源共有技術

４ プラットフォーム・アプリケー
ション技術

JGN2ネットワーク
オペレーションセンター
（NOC）

連携研究部門
テストベッド推進グループ

事務局事務局

研究開発研究開発

ネットワーク運用ネットワーク運用
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L2: Ethernet接続
- 拠点間接続サービス：２つのアクセスポイント間を、VLANによるL2接続で結ぶサービス
- 多地点接続サービス：複数のアクセスポイント間を同一VLANによるL2接続で結ぶサービス

L2: Ethernet接続
- 拠点間接続サービス：２つのアクセスポイント間を、VLANによるL2接続で結ぶサービス
- 多地点接続サービス：複数のアクセスポイント間を同一VLANによるL2接続で結ぶサービス

L3: IP接続
- JGNⅡの利用者間、あるいはJGN2利用者と他の研究用ネットワーク等との間をIPレベル（IPv4/IPv6デュアルスタック）
で接続を提供するサービス

L3: IP接続
- JGNⅡの利用者間、あるいはJGN2利用者と他の研究用ネットワーク等との間をIPレベル（IPv4/IPv6デュアルスタック）
で接続を提供するサービス

OXC接続
- 大手町（2個所）、堂島、けいはんな、福岡、金沢にて提供
- OXC設置アクセスポイント間を光波長レベルで接続するサービス（インタフェースは、1Gbpsと10Gbpsの2種類）

OXC接続
- 大手町（2個所）、堂島、けいはんな、福岡、金沢にて提供
- OXC設置アクセスポイント間を光波長レベルで接続するサービス（インタフェースは、1Gbpsと10Gbpsの2種類）

光テストベッド
- 大手町－つくばRC、NICTけいはんなセンター－堂島、大手町－秋葉原、つくば－秋葉原、大手町－小金井において提供
- 特定のアクセスポイント間で光伝送等の実験を行うためのサービス

光テストベッド
- 大手町－つくばRC、NICTけいはんなセンター－堂島、大手町－秋葉原、つくば－秋葉原、大手町－小金井において提供
- 特定のアクセスポイント間で光伝送等の実験を行うためのサービス

オペレーションサービス（国内・国際）
- 回線設備、アクセスポイントの遠隔運用管理
- 問い合わせ対応を通じた技術支援

オペレーションサービス（国内・国際）
- 回線設備、アクセスポイントの遠隔運用管理
- 問い合わせ対応を通じた技術支援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運用
管理
運用
管理

国際回線
- 米国回線（東京～シカゴ、10Gbps）、シンガポール（東京～シンガポール、155Mbps）、タイ（東京～バンコク、45Mbps）の

3種類の国際回線を整備

国際回線
- 米国回線（東京～シカゴ、10Gbps）、シンガポール（東京～シンガポール、155Mbps）、タイ（東京～バンコク、45Mbps）の

3種類の国際回線を整備

１．３ ＪＧＮ２における提供サービス
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金沢
仙台

札幌

長野

高知

福岡

那覇

岡山

<１０G>
・中国基幹通信網構成拠点Ａ （岡山市）
・中国基幹通信網構成拠点Ｂ （広島市）

<１G>
・テレポート岡山 （岡山市）

<１００M>
・鳥取環境大学 (鳥取市)
・テクノアークしまね （松江市）
・ニューメディアプラザ山口 （山口市）

<１０G>
・近畿基幹通信網構成拠点 (大阪市)
・NICTけいはんな支所 (京都府精華町)
・京都大学 (京都市)
・大阪大学 (大阪府茨木市)

<１G>
・NICT神戸支所 (神戸市)

<１００M>
・びわ湖情報ハイウェイAP * （大津市）
・奈良県工業技術センター （奈良市）
・和歌山大学 (和歌山市)
・兵庫県西播磨総合庁舎 （兵庫県上郡町）

<１０G>
・九州基幹通信網構成拠点 (福岡市)
・北九州AIMビル (福岡県北九州市)
・九州大学 (福岡市)

<１００M>
・NetComさが （佐賀市）
・長崎大学 (長崎市)
・熊本県庁 (熊本市)
・豊の国ハイパーネットワークAP *

（大分市）
・宮崎大学 (宮崎市)
・鹿児島大学 (鹿児島市)

<１Ｇ>
・四国基幹通信網構成拠点 （高知市）

<１００M>
・香川大学 （香川県木田郡）
・徳島大学 (徳島市)
・愛媛大学 (松山市)
・高知工科大学 (高知県香美市)

<１Ｇ>
・東海基幹通信網構成拠点 (名古屋市)

<１００M>
・名古屋大学 (名古屋市)
・静岡県立大学 (静岡市)
・ソフトピアジャパン （岐阜県大垣市）
・三重県立看護大学 (津市)

<１０G>
・北陸基幹通信網構成拠点 （金沢市）
・いしかわクリエイトラボ （石川県能美市）

<１００M>
・(株)富山県総合情報センター （富山市）
・福井県情報スーパーハイウェイAP * （福井市）

< １００M >
・信越基幹通信網構成拠点

(長野市)
・新潟大学 (新潟市)
・まつもと情報創造館

（長野県松本市）

<1０G>
・関東基幹通信網構成拠点Ａ (東京都千代田区)
・関東基幹通信網構成拠点Ｂ (東京都千代田区)
・ＮＩＣＴ小金井本部 (東京都小金井市)
・ＮＩＣＴつくばリサーチセンター (茨城県つくば市)
・秋葉原ダイビル （東京都千代田区）
・東京大学 (東京都文京区)
・NICT鹿島宇宙技術センター (茨城県鹿嶋市)

<1G>
・(株)横須賀ﾃﾚｺﾑﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸ （神奈川県横須賀市）

<100M>
・宇都宮大学 (宇都宮市)
・群馬産業技術センター （前橋市）
・麗澤大学 (千葉県柏市)
・早稲田大学本庄キャンパス （埼玉県本庄市）
・山梨県開放型研究開発センター （山梨県中央市）

<１0G>
・東北基幹通信網構成拠点 (仙台市)

<１G>
・東北大学 (仙台市)
・岩手県立大学 （岩手県滝沢村）

<１００M>
・八戸工業大学 (青森県八戸市)
・秋田地域IX * （秋田市）
・慶応義塾大学鶴岡キャンパス

(山形県鶴岡市)
・会津大学 (福島県会津若松市)

<１G>
・北海道基幹通信網構成拠点 （札幌市）
・NPO法人北海道地域ネットワーク協議会

（札幌市）

大手町NICT
けいはんな支所

NICT
小金井本部

*IX:Internet eXchange AP:Access Point

<１Ｇ>
・沖縄基幹通信網構成拠点 （那覇市）

北海道

東北

関東

信越

近畿
中国

九州

東海
四国

沖縄

NICT
つくばRC USA

アメリカ シカゴ

タイ バンコク

シンガポール

北陸

大阪

名古屋
秋葉原

広島

北九州

20Gbps
10Gbps
1Gbps
光テストベッド

[凡例]
100Mbps

コアネットワーク拠点
(アクセスポイントとしても利用可能）

全国都道府県のアクセスポイント

１．４ ＪＧＮ２ネットワーク構成図（１）
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１．４ JGN２ネットワーク構成図（２）

◆対米回線：平成16年8月に運用開始
10Gbps (OC-192 SONET) 1回線
東京（KDDI大手町ビル）～シカゴ（Abbotto Hall, NWU）

◆対アジア回線：平成17年11月に運用開始
タイ： 45Mbps（ATM） 1回線

東京（KDDI大手町ビル）～バンコク（Bangkok Thai Tower - NECTEC ThaiSarn)

シンガポール： 155Mbps（OC-3 SONET） １回線
東京（NTT大手町ビル）～シンガポール（Global Switch - SingAREN)

◆対米回線：平成16年8月に運用開始
10Gbps (OC-192 SONET) 1回線
東京（KDDI大手町ビル）～シカゴ（Abbotto Hall, NWU）

◆対アジア回線：平成17年11月に運用開始
タイ： 45Mbps（ATM） 1回線

東京（KDDI大手町ビル）～バンコク（Bangkok Thai Tower - NECTEC ThaiSarn)

シンガポール： 155Mbps（OC-3 SONET） １回線
東京（NTT大手町ビル）～シンガポール（Global Switch - SingAREN)
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１．５ ＪＧＮ２ＮＯＣ

ＮＩＣＴ
テストベッド推進室

技術アドバイサー
江崎(大手町RCサブリーダー）
小林（中国RCサブリーダー）

・ネットワークオペレーター：
（国内担当NTTCom／国際担当KDDI）
・特別研究員

ＪＧＮ２
(全国６４拠点及び海外拠点

を監視制御)

ＮＯＣオペレーション風景

体 制
主な業務
・JGN２のﾈｯﾄﾜｰｸ監視
・ﾈｯﾄﾜｰｸの制御
・新規パスの設定・削除
・JGN２の統制・連絡窓口
・JGN２RC活動の側面支援
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２．幹事会活動状況２．幹事会活動状況
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２．１ 幹事会の活動方針

【基本方針】

研究開発用テストベッド・ネットワーク｢JGN２｣を利用した研究開発の促進や「JGN２」の円滑かつ効率
的な運営の検討等を行うことにより、次世代高度ネットワークの早期実現に寄与する。

【基本方針】

研究開発用テストベッド・ネットワーク｢JGN２｣を利用した研究開発の促進や「JGN２」の円滑かつ効率
的な運営の検討等を行うことにより、次世代高度ネットワークの早期実現に寄与する。

【活動の目標】

「次世代高度ネットワーク推進会議」（以下、「推進会議」という。）の円滑な運営を行うことを目的として、
以下の活動を行う。

（１）JGN２の運営方針の検討
（２）JGN２以外の国内外のネットワークとの相互接続に関する検討
（３）JGN２を利用した国内外の研究開発に関する具体的な推進方策の検討
（４）シンポジウム等JGN２の広報に関する検討
（５）その他推進会議の円滑な運営に係る事項の検討

【活動の目標】

「次世代高度ネットワーク推進会議」（以下、「推進会議」という。）の円滑な運営を行うことを目的として、
以下の活動を行う。

（１）JGN２の運営方針の検討
（２）JGN２以外の国内外のネットワークとの相互接続に関する検討
（３）JGN２を利用した国内外の研究開発に関する具体的な推進方策の検討
（４）シンポジウム等JGN２の広報に関する検討
（５）その他推進会議の円滑な運営に係る事項の検討
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◆幹事会は平成19年度内に計4回開催された (下記)
◆幹事会においては、主な議題の他、JGN２の運用状況及び関連活動状況について事務局より
報告を受け、必要な対策を講じている

◆幹事会は平成19年度内に計4回開催された (下記)
◆幹事会においては、主な議題の他、JGN２の運用状況及び関連活動状況について事務局より
報告を受け、必要な対策を講じている

２．２ 幹事会の主な開催状況

・JGN2の成果の取りまとめについて
・JGN2plusについて
・感謝状について
・「JGN2＋AKARIシンポジウム2008」報告

東京平成20年 3月24日第21回

・各部会の活動状況について
・JGN2の成果の取りまとめについて
・JGN2アワードについて
・JGN2+AKARIシンポジウム2008」について

東京平成19年12月18日第20回

•各部会の活動状況について
•JGN2＆新世代合同シンポジウム（仮称）について
•JGN2を利用した優秀プロジェクトの表彰について
•PAP/PNWについて

東京平成19年 9月27日第19回

•平成19年度活動予定について
•JGN2を利用した優秀プロジェクトの表彰について
•JGN2シンポジウム2008 in 秋葉原（仮称）の開催について
•PAP/PNWについて

東京平成19年 5月31日第18回

主な議題開催地日時

・JGN2plusの提供サービスについて
・新世代ネットワーク研究開発推進体制
および新世代ネットワーク推進フォーラムについて

・SC07の報告について
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２．３ 幹事会の主な活動状況

■各部会の活動指針の検討
（１）利用促進部会の活動状況について

・利用者間による活発な議論が展開されるような情報交換の場の設定
・地域ネットワークとの相互接続および地域の研究活動促進のための環境作り

（２）研究推進部会の活動の方向性について
・リサーチセンターを主とする研究開発のさらなる活性化
・重点テーマの研究開発推進による連携強化
・ワークショップ等を通じた研究交流・啓発

（３）国際共同研究推進部会の活動の方向性について
・重点研究領域を定めた国際共同研究を推進（ネットワーク、デジタルシネマ、 遠隔教
育、セキュリティ、コンテンツディストリビューション）

・国際学会等との連携/協力によるＪＧＮ２の国際的知名度向上
■ネットワーク利用環境拡充の検討

・パートナーシップアクセスポイント（ＰＡＰ）とパートナーシップネットワーク（ＰＮＷ）に関す
る検討

■国際連携強化の検討
・JGN2＋AKARIシンポジウム2008

■各部会の活動指針の検討
（１）利用促進部会の活動状況について

・利用者間による活発な議論が展開されるような情報交換の場の設定
・地域ネットワークとの相互接続および地域の研究活動促進のための環境作り

（２）研究推進部会の活動の方向性について
・リサーチセンターを主とする研究開発のさらなる活性化
・重点テーマの研究開発推進による連携強化
・ワークショップ等を通じた研究交流・啓発

（３）国際共同研究推進部会の活動の方向性について
・重点研究領域を定めた国際共同研究を推進（ネットワーク、デジタルシネマ、 遠隔教
育、セキュリティ、コンテンツディストリビューション）

・国際学会等との連携/協力によるＪＧＮ２の国際的知名度向上
■ネットワーク利用環境拡充の検討

・パートナーシップアクセスポイント（ＰＡＰ）とパートナーシップネットワーク（ＰＮＷ）に関す
る検討

■国際連携強化の検討
・JGN2＋AKARIシンポジウム2008
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（参考） 幹事会体制

独立行政法人情報通信研究機構

伊丹 俊八 連携研究部門 部門長

豊田 麻子 連携研究部門テストベッド推進グループ グループリーダー

猪木 誠二 研究推進部門 統括

丹代 武 総合企画部 統括

久保田 文人 新世代ネットワーク研究センター 研究センター長

中越 一彰 総合企画部企画戦略室 プランニングマネージャー

平原 正樹 新世代ネットワーク研究センターネットワークアーキテクチャグループ グループリーダー

事務局

曽根 秀昭 東北大学 教授

福本 昌弘 高知工科大学 助教授
オブザーバ

相原 玲二 広島大学 教授

秋葉 重幸 株式会社KDDI研究所 代表取締役所長

池田 佳和 国立情報学研究所 客員教授

江﨑 浩 東京大学 教授

尾家 祐二 九州工業大学 教授

後藤 滋樹 早稲田大学 教授

小林 和真 倉敷芸術科学大学 教授

島村 和典 高知工科大学 教授

白鳥 則郎 東北大学 教授

田中 和則 NTTコミュニケーションズ株式会社 第二法人営業本部長

萩本 和男 日本電子電話株式会社未来ねっと研究所 所長

村瀬 一郎 株式会社三菱総合研究所 科学・安全政策研究本部 情報セキュリティ研究グループ グループリーダー

門馬 弘 総務省情報通信政策局技術政策課イノベーション戦略室 室長

構成員

下條 真司 大阪大学 教授副代表幹事

青山 友紀 慶應義塾大学 教授代表幹事


